＜聖マリアンナ医科大学病院を受診された患者さんへ＞
当院では下記の臨床研究を実施しております。本研究の対象者に該当する可能性のある方で、ご自分あるいは御家族の診療情報等を研究目的に利用または提供されることを希望されない場合は、2024年7月31日までに下記問い合わせ先までご連絡下さい。解析対象より除外いたします。なお、お申し出がなかった場合には、参加を了承していただいたものとさせていただきます。   　

研究課題名：新規検査手法でのALP値の検討
1 研究の目的
2020年に測定法を変更したアルカリフォスファターゼ（ALP）の値を検討します。2020年に国内のほとんどの医療機関で一斉にALP値の測定法を変更しました。これは、日本独自の測定手法であったJSCC法から、国際的に用いられているIFCC法への変更したものです。変更後２年の歳月がたち、当大学病院のALP値の測定データを集計し、その精度に問題がなかったかふりかえって検討をするものです。ALP値は高い値での臨床意義がたかく、その評価については問題がないものと考えていますが、その一方、低い値の場合、遺伝性疾患の早期発見を目指す上で重要であるものの、新規測定法であるIFCC法ではALP値の測定値が低くなり、実臨床でのALP値の分布を確認し再評価することは基準の下限値を再検討する上でも重要です。加えて検査値の収集と分析は、当施設の検査精度の管理上にも重要と考えております。

2 研究対象について
    2018年10月1日～2022年10月31日の間に当院で採血による
　　　ALP値の検査を受けた方が対象となります。
3 研究実施期間
当大学倫理委員会承認後～2024年12月31日
4 抽出項目
　　　ALP測定値（ALP分画のデータがあればそれを含む）、性別、年齢、血液型、診断名、検体提出診療科
⑤個人情報等の保護について
      この研究では個人を特定できるような情報は一切登録されません。
⑥研究結果の公表について
　    研究結果は、医学研究雑誌や学会等で発表される予定です。
　    その場合も、個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。
⑦問い合わせ先・相談窓口　　
聖マリアンナ医科大学　部署名：臨床検査医学 　・内線番号： 3158
住所：〒216-8511　神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111(代表) 
担当医師： 右田 王介
対応時間： 火、水、金　13:00−17:00

この研究が行われる研究機関と研究責任者は次に示すとおりです。
研究機関　　 聖マリアンナ医科大学および大学病院
研究責任者　右田王介・聖マリアンナ医科大学臨床検査医学・教授

